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対
象
と
し
て
知
覚
さ
れ
て
い
る
も
の
が
自
心
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
ば
あ
い
の
用
例

眼
識
を
含
む
前
五
識
と
、
意
識
、
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し
て
マ
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は
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八
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ー
ラ
ヤ
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す
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他

の
識

別
力
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生

じ

滅

す
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。

そ

れ

ら

は

自

我

意

識

、

意

識

な

ど

、

み

な
刹

那

的

で
、

す

べ

て

で

七

つ
数

え

ら

れ

る

。

そ

れ

ら

は
虚

妄

な

分

別

に
依

っ
て
起

き

、

様

々

の
無

数

の
形

・
姿

の
対

象

に
執

着

す

る
。

そ

れ

ら

は

名

と

特

徴

と

に

執

着

す
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。

そ

れ

ら

は

自

心

が

形

・
色
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特

徴

と

し

て

現

れ
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い
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こ

と
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覚
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。
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激
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を
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き

起

こ

す

直

接

、

間

接

の
因

と

な

る

。
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を
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識
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が
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の

一
体

と

し

て
、

根

本

識

を

因

と

し
対

象

と

す

る

心

の
塊

で
、

そ

れ

が

、

自

心

の
現

れ

と

し

て

の
対

象

に
囚

わ

れ

る

こ
と

か

ら

発

生

す

る

。

こ

こ

で
は

相

互

に

相
手

を

因

と

す

る

関
係

に
あ

る
。
」

刈
GQ
.
ロ
ら
四
自
巨

み
9
吋
9
昌
oΩ
P

ぞ
四
●・
吻ぐ
亀
亀
、ミ
量

や

ミ
向
ミ

O
感
匙
《
9
鳶
蝕
帖ミ
瞥
b
同
O
<
9D
昌

P
昌
け
Φ
巳
く
①
暮

蝉
昌
けΦ

O
P

＼
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讐

如

海

浪

、

自

心

現

境

界

風

吹

、

若

生

若

滅

、

如

是

。

(い
○。
一
博
一
〇
メ

乞
一
bO
8

心
-旬

↓
蔭
ゆ
①
ρ

b。
刈
-N
O。
)

「
あ

た

か

も

大

海

の
波

浪

の
よ

う

に
、

自

心

が

見

ら

れ

る
も

の
と

し

て
現

れ

て

い
る

対

象

と

い
う

風

に
激

し

く

吹

か

れ

て

[
八

識

の
全

体

が

]

生

じ

た

り

滅

し

た

り

す

る

。
」

刈
ρ

鶏
§
§

瓢
ミ

早
繍

ミ

や
鶏
ミ

駄§

§

早
ミ
奪

§

ミ

&

。
§

無
§

嵩
書

…
ω
昌

鼠
⇒
書

く
言

四
8

涛
倒
旨

鼠

日

く
巨

。
厨

鋤
み
『
昌

窪

ロ
似
ω
轟
く
鋤
,曾

§

,

<
貯
巴
b
Φ
轟

蔓
き

什9

9。
ひq
冨

什
倒
け
鼻

-ω
巷

δ
≦
住
冨

-<
言

四
舜

占
口
ま

冨

ω
冨

鼻

冨

ひq
讐
p
爵
曙

Φ
臼

器

-。
葺

9
自
&

げ
ま

9
巴

巴

曙

信
。
冨

けΦ
＼

不

覚

外

自

共

相

自

心

現

量

七

識

身

、

以

三

解

脱

無

漏

悪

想

究

寛

断

彼

七

種

識

仏

、

名

為

悪

心

出

仏

身

血

。

(目
○。
ρ

一
〇。
刈
μ
○。
○。
旧
乞
一
ω
○。
」

○。
-
乞
一
G。
9

b。
"
日
お

○。
ρ

N
わ
b。
刈
)

「
特

殊

と

普

遍

と

の
特

徴

を

も

っ
て
外

の
世

界

と

し

て

現

れ

て

い

る
も

の

が
自

心

に

外

な

ら

な

い
こ

と

を

覚

ら

な

い
七

つ
の
識

別

作

用

の
集

ま

り

に

対

し

て
、

無

漏

の
三

つ

の
解

脱

[空

、

無

相

、

無

願

]

と

い
う

悪

意

に
満

ち

た

選

択

を

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
徹

底

し

て
打

ち

砕

く

の
で
、

そ

の
七

識

の

「
仏

陀

」

に

つ

い
て
、

如

来

の
身

体

に
出

血

を

起

こ
す

と

云

わ

れ

る
。
」

刈
。。
.
の
轟

ω
倒
日
倒
塁

巴

曽
冨

巷

p
-身
畢

9

葺

縁

昌

9

艶
o
ミ

ミ
奪

亀
ーミ
ミ
ミ
ミ

ミ

ミ

ミ
魁
§

§

ミ

巷

冨

叶言

g

毘

冨

ξ

甲
σ
げ
倒
く
帥
巳
昌

甲
留

詠

き

響

器

巷

甲
9

轟

日
B

挙

喜

①
9

-び
ぼ
目

倒
巳

ω
冨

巳

冨

-爵

響
く
画
巻

$
鼠

巳

ω
p
嘗

巴

も
同
曽
び
き

自

Φ
墨

震

⇔
〈
嘗
冨

く
巨

く
母

什き

富

尋

聾

超
轟
,

冠
く
p
旨

-】す
訂
巷

9。
肖
p
ぼ
け倒
巳

蔑

巴

く
涛
巴
冨

く
き

b
¢
⇒
曽
同
p
官

く
巴
⇒
縁
涛
o
び
冨

く
巴

3

堕

自

共

相

見

稀

望

、

不

知

自

心

現

量

、

見

外

性

無

常

刹

那

展

輻

壊

、

陰

界

入

相

続

流

注

変

滅

、

離

文

字

相

妄

想

、

是

名

壊

者

。

(H
、⑩
一
・一
〇
〇
ーN
O
O
"
H
4
一
ら
①
"
】.ら

ー
H
4
一
ら
刈
"
一
"
]
ワら
㊤
O
び
"
①
-Q◎
)

「
[虚
無
論
者
は
]
自
分
が
特
殊
と
普
遍
と
の
特
徴
を
固
定
す
る
見
解
に
陥
り
、
現
れ
て
い
る
も
の
が
自
心
に
外
な
ら
ず
独
自

の
存
在
性

を
も
た
な
い
こ
と
を
覚
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
を
覚
ら
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
ま
た
外
界
に
存
在
す
る
も
の
を
無
常
だ
と
見
る
た
め
に
、
刹

那
ご
と

に
部
分
に
分
裂
し
続
け
る
、
5
、
1
2
、
あ
る
い
は
1
8
の
人
間
の
構
成
要
素
が
不
断
の
持
続
を
も

っ
て
起
り
、
そ
し
て
生
滅
す
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る
、
と

い
う
ふ
う
に
、
文
字
の
相
を
離
れ
た
も
の
を
妄
想
し
続
け
、
重
ね
て
自
ら
虚
無
論
者
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
。
」

罫

き

倒
O
貯
巴
甲
艶

匪

葛

も
同
ε

。。
ロ
8

-<
巴

甲
く
四
ω
き

助
菖

一巳
く
曇
倒
。
冨

什
く
ぎ

冨

什く
鋤
ω
什芽

p
-畠

ω
捧

く
鋤
-〈
置

習

p
げ
匡
巳
募

き

けΦ
鶏
登

§

量

亀
-

ミ
ミ
ミ
ミ
き
§
鋤ミ
早
ミ
ミ
ミ
亀
瞥
＼

如
是
外
道
、
無
始
虚
偽
習
気
計
著
、
依
於

一
異
倶
不
倶
有
無
非
有
非
無
常
無
常
見
、
不
能
了
知
自
心
現
量
。

(門
器

一
一メ
乞
Oρ
一メ
日
お
一鋤
噛
匡
μ
9

「見

え
る
世
界
に
つ
い
て
非
仏
教
者
た
ち
の
無
始
時
来
の
主
張

の
影
響
を
受
け
る
人
々
は
、

一
異
、
有
無
の
立
場
に
囚
わ
れ
て
、
自
心

が
対
象
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
覚
ら
ず
に
、
も
の
を
考
え
る
人
た
ち
で
あ
る
。」

Oρ
σ
器

-9

冨
⑰Q冨
鼠

p鼠
α
貯
倒げ
寓
昌
巴
8
ム
舞
弩

三
《
p-ω<
p・凛
巴
く
涛
昏

き
甲
昌
倒冨
屏
Φ
月
蔓
。・暮
菩

ω<
。。
ω置
◎
げ
ぎ
寧

葛
旨
自
Φ鐙
鼠
鴇
日

9
巨

塗

9

亀
ミ

ミ
匙
彦

亀
む
勘
書

華
寒

勘
き

爵

書
§

き

ミ
ミ
<
N魯

唇

似
冨

-9

鐙

鼠

-冨

膚け
9
日

①
び
ぽ
巳
≦
診

葺

①

墨

ω
〈
p
ω
匡
自

鋤
葺
曽
-8

旨

'8

畠
ε
警
o仁
冨
出
醸
甲
く
詠
ロ
住
α
冨
日
b
蚕
江
く
旨
富
く
昌
き
け一
＼

愚
瘍
凡
夫
、
無
始
虚
偽
悪
邪
妄
想
之
所
廻
転
、
廻
転
時
自
宗
通
及
説
通
不
善
了
知
、
著
自
心
現
外
性
相
故
、
著
方
便

説
、
於
自
宗
四
句

清
浄
通
相
不
善
分
別
。

(口

O
一る
ω
○。面
ω縛
乞
一コ
」
Oμ
命
↓
α
8
ρ
=
-辰
)

「無
知
者

.
普
通
の
人
々
は
、
無
始
時
来
増
幅
す
る
粗
悪
な
自
己
分
別
の
踊
り
を
踊
り
続
け
て
お
り
、
自
分
の
最
も
重
要
な
目
的
で
あ

る
宗
致
と
、
そ
し
て
教
説
と
、
を
よ
く
知
ら
ず
、
自
心
の
現
れ
で
あ
る
外
の
存
在
の
特
徴
に
執
着
し
て
、
方
便
に
す
ぎ

な
い
教
説
を
読
諦

す
る
こ
と
に
囚
わ
れ
て
、
自
分
の
宗
致
で
あ
る
、
四
句
分
別
に
依
る
在
り
方
を
離
れ
た
と
こ
ろ
を
徹
底
し
て
考
慮
す
る
こ
と
が
な
い
。
」

。。
,
倒§

ゆ§

ぞ
巴
艮
超
葛
ぬ
N倒9
寓
巨
く
Φ総
喜
巨
く
厨
暦9
宅
&

§
量

早
ミ

ミ
§
遷
ぎ
§
&
言
習
巷

言
2
巷

膜
p
昏
涛
巴
冨
巻
昌

＼

我

我

所

相

摂

受

計

著

、

不

覚

自

心

現

量

、

於

智

爾

炎

而
起

妄
想

。

(口

O
O
b

も。
メ

乞
嵩

ρ

一
①
-
乞
一
コ

噛
一
旧
↓
㎝
8

ρ

竪
N
)
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「自

己
と
自
己
の
所
有
と

い
う
特
徴
を
捉
え
て
そ
れ
に
執
着
し
、
自
心
を
対
象
と
し
て
見
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
覚
ら
な
い

た
め
に
、
知
が
知

の
対
象
を
知
る
の
だ
と
分
別
す
る
。
」

[二
]
対
象
と
し
て
知
覚
さ
れ
て
い
る
も
の
が
自
心
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
場
合

の
用
例

ア
ー

ラ
ヤ
識
は
、
身
、
財
、
そ
し
て
身
と
財
と
の
成
立
の
場
、
と
し
て
現
れ
る
、
と
云
わ
れ
、
そ
れ
が

「自
心
現
」
と

い
う
表
現
の
由

来
を
な
す
こ
と

(。。
)、
自
心
の
現
れ
で
あ
る
対
象

(「外
」
)
に
は
内
と
外

の
両
方
が
と
も
に

「外
」
と
し
て
含
ま
れ
る
こ
と

(①
、
刈
、
Φ
)、

が
知
ら
れ
る
。

三
界
が
心
の
現
れ
だ
と
覚
る
こ
と
は
般
若
波
羅
蜜
に
住
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
心
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
覚

っ
て
対
象
性
を
離
れ
る
か

ら
で
あ
る

(一〇
、
一NO
、
NO
)。

自
心

の
現
わ
れ
を
実
体
と
し
て
分
別
し
対
象
性
に
執
着
す
る
過
ち
を
離
れ
た
も

の
は
、
対
象
性
に
捉
え
ら
れ
る
傾
向
性
、
自
心
現
流
、

を
よ
く
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

(ミ
、
一。。)
。
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た

い
も

の
は
、
人
と
の
接
触
を
避
け
、
分
別
の
虚
妄
な
在
り
方
を

熟
知
す

べ
き
だ

(曽
、
旨
)
。

対
象

が
自
心
の
現
わ
れ
に
他
な
ら
な

い
こ
と
を
説
く
も

の
は

「法
依
仏
」
(らQ刈
)
、
自
心
現
の
対
象
性
を
離
れ
た
も

の
は

「法
仏
」
(ω。。)

と
云
わ
れ
る
。

自
心

現
の
対
象
に
存
在
性
は
な
く
、
従

っ
て
対
象
は
存
在
と
し
て
は
不
生
で
あ
る

(自
)。

菩
薩

の
修
行
は
、
自
心
現
を
確
認
す
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
四
種

の
内
容
か
ら
な
る

(ら①
、
鳶

～

お
、
α
O)
。
こ
の
菩
薩
は
仏
乗

の
種

性
で
あ

る

(①
O)
。

内
外

の
知
覚
が
な
く
な
る
三
昧

の
成
就
が
自
心
現
を
覚
る
境
地
を
超
え
る
こ
と
は
な

い
。
三
昧
も
自
心
現
に
含
ま
れ
る
か
ら

(O刈
、
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①
。。
)。
滅
尽
定
は
自
心
現
を
覚
る
境
地
に
は
存
在
し
な
い

($
)。

菩
薩
は
修
行
の
第
3
、
4
、
5
地
で
三
昧
の
楽
を
正
受
す
る
意
か
ら
な
る
身
、
意
生
身
、
を
得
て
前
七
識
は
す
べ
て
第
八
ア
ー
ラ
ヤ
識
に

収
ま
り
、
第
八
地
に
お

い
て
如
幻
三
昧

の
意
生
身
を
得
、
そ
の
あ
と
す
べ
て
の
仏
陀
と
共
通
の
無
行
作

の
意
生
身
を

得
る
と
云
わ
れ
る

(謹
、
胡
)
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
三
昧
の
経
験
と
は
異
な
り
、
出
入
が
な

い
。
こ
こ
で
云
わ
れ
る
意
生
身
と
は
、
誓
願

の
成
就
に
没
頭
す

る
菩
薩
の
在
り
方
を
形
容
す
る
言
葉
で
あ
る
。

自

心
現
に
お
い
て
対
象
を
見
ず
、
三
解
脱
門
を
経
て
、
知
る
こ
と
さ
え
も
得
ら
れ
な

い

(OQ、N、
Oω
～
O
α
)
こ
と
が
、
仏
教
で
云
う
浬

樂
で
あ
る

(O
①
、
O
刈
)。

仏
陀
は
人
々
に
真
理
を
説
い
て
人
々
が
心

・
意

・
意
識
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
が
、
人
々
を
自
覚
聖
智
に
入
ら
せ
る
こ
と
は
し

な
い
。
こ
れ
は
、
各
自
が
自
心
現
を
覚
る
こ
と
を
通
し
て
自
証
す
る
こ
と
で
あ
る

(一〇
〇
)。

仏
陀
は
知
覚

の
対
象
が
自
心
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
を
覚

っ
て
い
る
の
で
分
別
意
識
が
起
ら
ず
、
世
間
は
落
ち
着

い
て
無
事

で
あ
る

(一〇
一
、
一8
)。

菩
薩
は
修
行
の
初
地
か
ら
七
地
ま
で
に
お

い
て
知
覚
の
対
象
が
自
心

の
現
れ
に
他
な
ら
な
い

(
H
自
心
現
量
)
こ
と
、
無
知
者
は
し
か

し
そ
れ
に
囚
わ
れ
る
こ
と
を
止
め
な
い

(自
心
現
流
)
こ
と
、
を
、
よ
く
観
察
す
る

(一8
)
。

修

行
の
段
階
と
し
て
仏
陀
が
設
定
す
る
も
の
は
、
実
は
便
宜
的
な
も
の
で
固
定
し
た
も

の
で
は
な
く
、
そ
れ
も
自
心
現
に
他
な
ら
な
い

(一8

)。

出
世
間
上
々
波
羅
蜜
と
は
、
自
心
現
量
を
覚
り
分
別
が
起
き
ず
生
死
へ
の
執
着
も
起
き
な
い
も
の
が
、
人
々
に
安
楽
を
与
え
る
目
的
で
、
与

え
る
と

い
う
修
行
の
完
成
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る

(一一刈、
目
○。、
=
ゆ)。
自
心
現
を
覚
る
こ
と
は
、
智
慧
の
修
行
の
完
成
で
あ
る

(お
O
再
)。

以
下
に
、
そ
の
本
文
を
上
の
説
明
の
順
に
引
用
す
る
。

①
㍉

匙
§

勘
§

早
繍

ミ

や
ミ

ミ
量

や
芝
ぎ

嘗
§

鋤
ミ
§

貯
感
、
§

ミ

§
-9

誌
き

①
墨

鶏
ミ

ミ
や
託
ぎ

甘
o
憾
ミ
量
ミ
早
忌
ミ
ミ

マ
鎚

鋤
け
冨

昼
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見

…
内

外

心

現

妄

想

無

始

虚

偽

、

不

離

自

心

妄

想

因

縁

滅

尽

。

(口

ρ

も。
メ

乞
自

℃
ω
"
↓
艀
○。
ω
ρ

一
N
-罎
)

「
内

と

外

が

心

の
現

わ

れ

で
妄

想

で
あ

り

無

始

時

の
虚

妄

な

拡

が

り

だ

と

見

る

。

こ

の
洞

察

に

よ

っ
て
彼

ら

は
自

心

を

分

別

す

る
条

件

を

な
く

す

る

こ
と

に
事

欠

く

こ
と

は
な

い
。

P

巴

ξ

倒
け
日
甲
9

ξ

甲
く
奮

同
甲
く
巨

爵

鼠
$
旨

。
ミ
や
い
勘
電

昏
§

誌
§

ミ
ミ

勘
き

雪

葺

毬

ぼ
塑晋
琶

帥
宕

ひq
讐
似

遠

離

内

外

境

界

、

心

外

無

所

見

、

次

第

随

入

無

相

処

。

(い
一
ρ

ω
。。
b

-ω
嚇
乞
蒔
N

H
O
μ
押

↓
ら
。。
ω
。
糟
N
O
-b。
ご

「
内

ま

た

は
外

の
対

象

性

を

離

れ

て

お

り

、

心

の
外

に
見

ら

れ

る

も

の

は

な

い
こ

と

を

覚

る

こ

と

に

な

る

。

こ

の
あ

と

彼

ら

は

無

相

と

い
う

在

り

方

に
入

る
。
」

・。
・
α
①
富

む
げ
o
oq
甲
U
茜
9

昏
助
び
冨

の
逡
9
岩

く
言

習

甲
く
厨
9
岩

ぬ
鼠
ξ

甲
ひq
鼠
げ
爵

甲
≦
ω
9
日
嘱
爵

富
日

巳
鼠
び
冨

ω
甲
oq
o
。
輿

9。
ヨ

¢
8

鑑

甲
ω
鴎

一亭

び
冨

眞

年
く
p
ユ
鴇

日

吻
轟
ミ

、魅
蛍
翫
§

ミ
題

ミ
ミ

≦
び
冨

く
①
旨
切団
き

鼠

受

用

建

立

身

之

蔵

識

、

於

識

境

摂

受

及

摂
受

者

不

相

応

、

無

所
有

境

界

、

離

生
住

滅

、
自

心
起

随

入

分

別
。

(口

ρ

G。
メ

乞
お

℃
◎

↓
ら
○。
ω
P

一
㎝
μ
」

「
彼

ら

は

、

知

覚

の
対

象

に

つ
い

て
、

そ

れ

ら

が
身

体

、

そ

の
享

受

の
対

象

、

そ

れ

ら

の
た

め

の
場

所

と

し

て

の

ア

ー

ラ

ヤ

識

の
現

れ

で
あ

っ
て
、

執

着

さ

れ

る
も

の
と

執

着

す

る
も

の
と

へ
の
囚

わ

れ

か

ら

離

れ

て
お

り

、

現

れ

た

も

の

の
虚

妄

性

を

離

れ

て

い

る

こ
と

、

ま

た

生

じ

住

し

滅

す

る

と

い
う

在

り
方

を

離

れ

て

お

り
、

生

起

す

る

こ
と

は
す

べ

て
自

心

か
ら

で
あ

る

こ
と

を

、

確

認

す

る

で

し

ょ
う

。
」

一
ρ

亀
ミ
N§

へ誉
ぞ
や
ミ
蕊
寒

魯
響
ミ
鋤
鳶
ミ

嘆

鉱
厨

冨

轟
目
冨

-≦
げ
習
曾

信
嘆

9

鼠

度

自

心

現
無

所

有

、
得

住

般

若

波

羅

蜜

。

(口

ρ

ω
悼

乞
継
ω
噛
埠

↓
ら
。。
G。
ρ

N
。。
)

「
彼

ら

は

[
三

界

が

]

現

れ

の
虚

妄

性

を

超

え

て

そ

れ

が

自

心

に
外

な

ら

な

い

こ
と

を

覚

り

、

し

た

が

っ
て
空

慧

(
般

若

)

の
究

極

に

住

す

る

に

い
た

る
。
」
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H
N
O
・
け
P
け
同
曽

団
9D
α
91

向
ぐ
O
O
執融
貸
-ぐ
軸ぎ

曹

昏
い
隷
鋤
ぐ
91亀

91
ぴ
β
α
α
げ
馳
b
同
P
<
一〇
9
嘱
倒
け

b
同
鋤
菖
く
一〇
一昌
く
9
昌
口

鋤
昌
け餌
住
く
蝉
く
Φ

昌
P

b
①
け
O
叶
《

91
ひ
同
餌
く
①
-b
P
『
倒
く
嶋
けけや

b
⇔
同く
鋤
評
P
【口

①
〈
一口
倒
ゆ
P
け
菩

ω<
鋤
O
同
鋤
けく
91
什日

鋤
『
く
鋤
-ひq
P
菖
日

O
同
鋤
け旨
鋤
σ
け
9
什Φ

ω
91
0
村
a
帥
倒
-b
馴
同
P
【ロ
一什
倒
＼

自

心

妄

想

非

性

、

智

慧

観

察

不

堕

二

辺

、

先

身

転

勝

而

不

可

壊

、

得

自

覚

聖

趣

、

是

般

若

波

羅

蜜

。

(　[
一
一
〇Q
噂
ω
ら
合

乞
N
QQ
O◎
℃
ら
-Oo
"
]
りα
一
bO
ρ
一
一
-一
〇Q
)

「
そ

こ

に

お

い

て

は

自

心

を

虚

妄

に

分

別

す

る

こ

と

が

な

く

、

知

力

で

も

っ

て

い

く

ら

検

討

吟

味

し

て

い

っ

て

も

二

辺

に

陥

る

こ

と

が

な

く

、

依

り

ど

こ

ろ

の

転

換

は

そ

の

後

失

わ

れ

る

こ

と

が

な

く

、

自

内

証

の
尊

い
在

り

方

を

達

成

す

る

。

そ

れ

が

智

慧

(
般

若

)

の

修

行

の

完

成

で

あ

る

。
」

一
刈
℃
一
〇◎
・
P
⇒
団
P
什
同
餌

σ
げ
⇔
日

一-一P
屏
塑
曽
O
P
-b
同
9
U
ゆ
91
-」
諏
倒
昌
鋤
-貯
鋤
口
脇
P
一pD
-O
P
傷
9
-b
「
Φ
び
げ
Φ
似
9
-<
一昌
一⑩
O
P
同
P
山
一口
ゆ
昌
P
⇒
什
鋤
-屏
信
ゆ
P
一⇔
-bP
⇔
一〇
b
四
〇
9
団
9
-

吻
く
亀
q
、ミ
蓼

O
lぐ
馬ぎ

骨
O
感

、§

亀
識
Q
O
ーぐ
母
匙
隷
勘
無
㌣

<
P
昌
[⇔
-ひ身
蝉
げ
9
昌
鋤
-ひq
q
げ
]91
一鋤
く
倒
昌
什
鋤
同
oe
曽
け巴
村

日

鋤
げ
倒
【口
①
什
Φ

臣

昌
○
け屏
嶋
磐
甲

日

9
α
げ
く
鋤
日

P
-
団
O
oq
甲

団
O
ひq
一び
げ
一ケ

蕊
亀
転匙
す

匙
ミ

吻
く
匙
O
欺
、無
ーぐ
軌ぎ

曹
匙
-量

亀
ー§

昏
、鋤
ミ

亀
物
触ミ
ミ

"

余
、
地
相
智
慧
巧
便
、
分
別
決
断
句
義
、
最
勝
無
辺
善
根
成
熟
、
離
自
心
現
妄
想
虚
偽
、
宴
坐
山
林
下
中
上
修
、
能
見
自
心
妄
想
流

注

…
。

(巨

ド
心N
Z
劇μ
一
=

ω"
日
ら
○。ら
す
b。き

「し
か
し
、
菩
薩
の
修
行
の
段
階
の
特
色
と
空
慧
と
智
と
に
通
じ
、
[百
八
の
]
句
の

一
々
に
つ
い
て
し

っ
か
り
と
決
着
が

つ
い
て
お
り
、

勝
者

の
下
で
無
量
の
善
根
を
積
み
、
自
心
を
外

の
世
界
と
し
て
分
別
す
る
こ
と
の
拡
が
り
を
離
れ
て
お
り
、
森

[や
洞
窟
の
隠
れ
家
]
に

隠
れ
て
上
中
下
の
修
行
を
行

っ
て
.い
る
人
を
除
い
て
、
自
心
が
分
別
さ
れ
て
外
の
世
界
と
し
て
現
れ
る
激
し

い
流
れ
を
覚
る
こ
と
が
で
き

る
…
も
の
は
、
い
な
い
。
」

卜○
ド

N
bo
。
σ
O
山
け
一ω
P
け
け
く
Φ
昌
9

偽
ぐ
亀
O
母
、亀
言

亀
ー
吋
、
鋤
ミ

Q
ー凶
、
鋤
謙
O
ぎ

ー
<
Nぎ

曹

自
ー吋
O
O
Q
、
亀
ミ

b
餌
同
二
は
91
什
自
-屏
91
b
P
①
昌
P

ω
P
日

σq
餌
ロ
一
閑
91
-ω
9
琶

ω
⇔
同
oq
蝉
-H
ロ
一
自
侮
け
P
-

⇒
一
く
P
N
巷

甲

く
一
〇q
鋤
什
Φ
口
P

び
げ
P
<
淳
①
<
《
O
B

＼

b
『
P
什
け
9
【
口
9
-目

P
◎
げ
《
P
b
P
鋤
-
づ
鋤
⑩
O
馴
住
肖
似
け
同
甲
U
91
σΩ
⇔
昌
屏
91
嘱
0
0q
P
日

PD
昌
¢
団
信
評
け
Φ
昌
鋤

げ
け
①
<
詳
P
<
望
国
【
口

＼

屏
q
-
毬
同
什
げ
く
P
-
砂
倒
ω
け
同
ゆ
屏
げ
く
91
く
一
尻
91
-⑩
同
四
く
P
評
鋤
-b
同
鋤
叶
唄
Φ
貯
餌
げ
q
α
◎
げ
四
-く
91
⇒
9
-一
P
ぽ
頓
①
仁
鋤
-
<
一同
鋤
げ
評
①
昌
9

0
①

ぴ
げ
P
<
津
①
<
《
P
目
口

＼

吻
ぐ
9
0
計
、O
量

ミ
ー
く
馬ぎ

甘

無
ー
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ミ
書
§

や
題

、書
題

紺
ミ

ミ

寒

ミ

～ミ
蝿
匙
ミ

げ
&

ぼ
ω
母
什
く
Φ
爵

ヨ
魯

似
ω
讐
什く
Φ
8

＼
＼

若

菩

薩

摩

詞

薩

欲

知

自

心

現

量

摂

受

及

摂

受

者

妄

想

境

界

、

当

離

群

聚

習
俗

睡

眠

、

初

中

後

夜

常

自

覚

悟

修

行

方

便

、

当

離

悪

見

経

論

言

説

及

諸

声

聞

縁

覚

乗

相

、

当

通

達
自

心

現
妄

想

之

相
。

(=

N

お

山
9

乞
ら
P

①
μ
N

日
蔭
◎。
蟄

」

O
-に

∀

「
自

心

が

対

象

と

し

て

現

れ
捉

え

ら

れ

る
も

の
と
捉

え

る
も

の
と

い
う

分

別

が

行

わ

れ

る
境

界

を

徹

底

し

て
知

り

た

い
と

思

う

優

れ

た

菩

薩

は

、

社

会

と

の
接

触

と

怠

惰

と

の
妨

げ

を

避

け

る

べ

き

だ
。

夜

は

初

夜

、

中

夜

、

後

夜

と

常

に
目

覚

め

て
自

己
集

中

に

没

頭

す

べ

き

だ

。

ま

た

悪

い
非

仏

教

者

の
論

書

や
物

語

類

、

お

よ
び

声

聞

と

独

覚

と

の
乗

り

物

を

も

離

れ

る

べ
き

で
、

自

心

が
対

象

と

し

て

現

れ

る

も

の
を

外

の
も

の
と

し

て

分

別

す

る

と

い
う

特

徴

に
徹

底

し

て
通

じ

る

べ
き

だ

。
」

N
ρ

邑

9
富

蓉
寧
b
轟

訂

目
誉

げ
=

9。
同
9

鴨

警

8

≦
身

讐
Φ
＼

<
葺

み

8

<
霞
亀

讐
Φ

。
葺

9
日

冨
寄

p
冨

二
げ
誉

ぼ

9

房

倒
づ

＼
＼

舜

鼠
ω
恩

≦
身

讐
Φ
<
葺

言

鶏
ミ
N§

ミ
鷺

鋤
ミ

や
き

ミ
ミ
ミ

＼
oq
鼠
ξ

Φ
畠

ω
江

ぼ

く
巴

鳴

轡

団
p
ω
け
母
9

αq
巴
ザ
ω
9
冨

ω
巴

ξ

鋤
け①
＼
＼

青

赤

諸

雑
色

波

浪

悉

無

有

起

衆

相

説

心

開
悟

諸

凡

夫

。

彼

業
悉

無
有

自

心

所

摂

離

所

摂

無

所

摂

與

彼

波

浪

同

。

(い
一
ど

ホ

』

衆
一
〇
9

ド
一
8

旧
乞
蔭
N

α
旧
日
躰
○。
恥
ρ

一
～

躰
)

「
青

、

赤

、
等

の
色

は
波

の
中

に

は
な

い
。

生

起

し

て

い
る

の
は
心

だ

と

の
説

明

は
無

知

者

た

ち

に
分

か

ら

せ

る

た

め

。

そ

こ

に

生

起

す

る

こ
と

は

な

い
、

自

心

は

捉
え

よ
う

が

な

い
か
ら

。

捉
え

ら

れ

た

も

の
に
実

体

が

な

い
こ
と

こ

そ
、

波

に
も

当

て

は
ま

る

こ

と

な

の
だ

。
」

ω
刈
.
α
げ
母

日
p
鼠

-巳
亀

き

9

-び
信
α
α
げ
菩

ω
く
霧

似
B

巴

望
巴

p
屏
器

爲

-冨

江
鼠

'8

ω
錠

く
㌣
α
げ
鴛

B
倒
日

蓬

ミ

ミ

瓢
ミ

骨

や

く
禽

§

㍗
ぎ

、早

貯

寄

§

曾

§

Nぎ

織
§

9ー
ミ

b
錠

貯

巴
且

雷

-
ω
<
菩

げ
鋤
く
倒
σ
三

三

く
①
鐙

-げ
⑦
ε

評
習

9
β

◎
山
叶
B

9
犀
p
-
<
一く
一〇
げ
甲
臼

曙

似
-<
巴
9

口

鴫
㌣

9・
げ
ぼ
巳
く
Φ
総

p
信
B

鉦
び
自
ぼ
什馴
日

…
自
Φ
鐙

冨

畝
＼
＼

法

依

仏

、

説

一
切

法

入

自

相

共

相

、

自

心

現

習

気

因

相

続

、

因

妄

想

自

性

計

著

、

種

々
無

実

幻

種

々
計

著

不

可

得

。
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(げ
一
N

O
g

Z
O
ρ

一
〇
-一
9

日
継
○。
9

レ

○。
-N
9

「
覚

の
真

理

の
流

出

と

し

て

の

[大

乗

の
]

仏

陀

は
全

て
何

か

で

あ

る

も

の

が
特

殊

と

普

遍

と

の
特

徴

に

割

当

ら

れ

て

い
る

こ

と

、
自

心

を

対
象

と

し

て

分

別

す

る

習

慣

性

が

執

着

さ

れ

て
そ

の
分

別

の
原

因

と

な

っ
て

い
る

こ
と

、

そ

し

て

こ
う

い
う

こ

と

が

現

実

の
虚

妄

に

分

別
妄

想

さ

れ

た
在

り

方

へ
の
囚

わ

れ

に

よ

っ
て
引

き

起

こ
さ

れ

て

い
る

こ
と

、

し

か

し
実

在

し

な

い
さ

ま
ざ

ま

の
幻

の
多

様

な
愛

着

の

対
象

が
捉

え

る

こ
と

の

で
き

な

い
性

質

を

も

つ
も

の

で
あ

る

こ
と

を

、

教

え

る

。
」

ω
○。
願
創
冨

同
ヨ
p・
δ
甲
び
ロ
傷
匹
冨

ケ

…
⇒
一鼠
冨
ヨ
審

倒
す
B
び
甲
く
耐
讐
9
日

ω
母

く
甲
町

ぞ
曾

母

好
p
-b
同
鋤
目
習

巴

鋳

頓習

甲
≦
巳
≦
け
鼠
日

四
≦
超
巻

ぢ

ぴ
魁
甲

珍

倒
く
艮

甲
O
轟

身

Φ
屏
菩

邑

◎
げ
蝉
-艶

9

艮

錠

緯
9
艮

巴

鋳

憩
p
葛

-ぎ

ぼ
旺
く
①
総
げ
ぽ
三
く
一伍萄
温

日

買

p
屠
理
B
曾

巻

出
一切魯
甲
く
拡
窃
9・
-δ
訂

智

9
膏

く
巻

く
9
ω
9

9

錺

巴

＼

β
ω
B

彗

蜜

昌

一.:
肩

無
旨

け日

理
巻

-ひq
巴

-<
一⑩
①
頓
①
-一9
冨

巷

Φ
団
o
ひq
菩

冨

類
⇔
↓
冨

ゲ

＼

鶏
ミ

ミ
Q
-§
す
§

や
ミ
骨
㌣

ミ
ミ
馬
ミ
ー§

篭
鼠

o
ミ

恥
寒

ミ
N、織
葦
亀
ミ

＼

法

仏

者

、

離

墓

縁

、

離

所

縁

、

一
切
所

作

根

量

相

滅

、

非

諸

凡

夫

声

聞

縁

覚

外

道

計

著

我

相

所

著

境

界

、

自

覚

聖

究

寛

差

別

相

建

立
。

是

故

、

…
自

覚

聖

差

別

相

当

勤

修

学

、
自

心

現

見

応

当

除
滅

。

(=

メ

①
卜。
一
乞
α
メ

一
ω
凸

○。
」

"
↓
心
cc
①
す

賢
9

「
覚

の
真

理

そ

の
も

の

で
あ

る

仏

陀

は

、

依

る

べ

き

対

象

を

も

た

ず

、

対

象

化

さ

れ

る

こ
と

を

離

れ

て
お

り

、

す

べ

て

の
所

作

、

知

覚

器

官

、

認

識

能

力

、

の
対

象

と

し

て

の
特

徴

を

離

れ

て

お
り

、

自

分

固
有

の
特

徴

に
愛

着

を

も

つ
無

知

者

、

声

聞

、

独

覚

、

非

仏

教

者

た

ち

の
境

界

で
は

な

い
、

自

内

証

の
優

れ

た

特

徴

の
究

極

の
在

り

方

を

建

立

す

る
。

そ

れ

ゆ
え

君

は

、
自

内

証

の
境

界

の
優

れ

た

特

徴

の
区

分

に

修

行

を

集

中

し

て

、
自

心

を
対

象

と

し

て
分

別
す

る
見

解

を

な

く

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。
」

心
一
●
亀
§
ミ
Q
量

早
寒

身

奪

謙
9、
ぐミ

ω
p
畠

ω
無
o
居
9
b
讐
亭
く
ぼ
普

冨

けく
習

…
磐

9
冨

目

倒
ケ

ω
霞
く
甲
σ
訂

く
9

鐙

鐙
由
p
気
甲
く
冨

爲

み
巳
矯
劉
b
母
轟

-

α
げ
震
旨
91げ

自

心

現

性

非

性

、

離

有

非
有

生
故

。
…

一
切

性

不

生

、

一
切
法

如

兎

馬
等

角

。
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N
ρ

①
OQ
旧
客
①
bO
糟
○◎
-一
9

↓
ら
○○
①
P
N
ゆ
-
ら
○◎
刈
P

N
)

「
外

の
も

の
と

し

て
現

れ

て

い
る
も

の
は

自

心

で
あ

っ
て
外

の
も

の
と

し

て

は

存

在

せ

ず

、

有

と

無

と

か

ら

生

じ

る

こ

と

を

離

れ

て

い

る

の
で
、

…
兎

、
馬

、

の
角

に
等

し
く

、

す

べ

て

の
存

在

は
生

じ

て

い
な

い
。
」

躰
①
●
8

ε

き

旺

同
…
自
げ
鎚

B

巴
昼

ω
⇔
B

p
昌
く
91
0q
讐

91

び
o
α
ぼ

ω
p
淳
く
91
日

p
げ
91同
o
σQ
鋤
受
o
σq
言
o

び
げ
p
<
p
昌
江

＼

…
嘱
p
自
ロ
$

鶏

ミ

ミ
匙
蓼

早

《
馬寒

ミ

§

ミ
ミ

鋤

　

　

　

0
9

げ
倒
け
矯
甲
び
げ
91
<
鋤
σ
げ
91
<
◎
b
巴
曽
貯
駕

O
o
β
《
91

0
9

信
叶
b
91
◎
p
-ω
け
ぼ
口
む

げ
9
臣
ひq
甲
α
窃
軒
学
≦

<
鋤
ご
p
昌
讐

鋤
く
倒

o
曽

ω
<
p
,b
同
讐

鴫
91
け日

四
同
く
p
、

U諏
91⇒
ゆ
Ω
ぼ
oΩ
讐
β
節
び
ぼ
村
p
]B
9。
O
帥
け
9
団
91
0
P
＼

菩

薩
摩

詞
薩

成

就

四

法

、

得
修

行

者

大
方

便

。

…
謂
善

分

別
自

心

現

、
観

外

性

非
性

、

離

生
住

滅

見

、

得

自

覚

聖

智
善

楽

。

P
ω
P

一
〇
9

乞
刈
P

お

-
乞
○◎
ρ

N
"
日
艀
OQ
O
ρ

N
O
-bO
O
)

「
曹

薩

た

ち

は

、

四
種

の
条

件

を

備

え

れ
ば

優

れ

た

修

行

を

実

践

す

る

人

と

な

る
。

す

な

わ

ち

ー
。

自

心

が

対

象

と

な

っ
て

い
る

こ
と

を

は

っ
き

り

と

確

か

め

る
、

2
。

外

の
存

在

は

な

い
こ

と

を

観

察

す

る
、

3
。

生

住

滅

と

い
う

固
定

し

た

見

解

を

離

れ

る
、

4
。

自

覚

聖

智

の
証

得

を

よ

ろ

こ

ぶ
、

で
あ

る
。
」

ミ

噂
蔭
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喝
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P
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ミ
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o
α
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日
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ミ
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P
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91
α
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蚕
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四
は
O
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傷
9
湯

絆げ
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嘱
鋤
-

く
9-ω
P
昌
ゆ
び
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巳

く
①
鐙

-<
9-
ω
律
P
導

q

包
創
け
似
9

屏
甲
≦

9
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-同
⇔
b
O
弓
①
0
91轟

己
づ
鋤
臥

σ
P
自
O
げ
鋤
日

◎
Φ
げ
鋤
-σ
げ
0
0q
甲
b
轟

鉱
萌昔

91ぬ

卑

甲
く
貯

巴
O
鋤
昌
信
ひ身
讐

P
ぢ

く
涛

巴
O
く
簿

Φ
評
げ
く
倒
矯
p。
什
Φ
o
p
＼
ミ

無
ミ

年

●.げ
o
庫
匡
の
p
暮
く
o

B

鋤
げ
倒
ω
9
ヰ
く
p
ケ
亀

ミ

勘
ミ
量

早

く
蓼
》
勘
ぐ
§

鋤
冬
誌

ミ
o
寒

ミ

窺
、帖
＼
＼

云
何
菩
薩
摩
詞
薩
善
分
別
自
心
現
。
謂
如
是
観
三
界
唯
心
分
斉
、
離
我
我
所
、
無
動
揺
、
離
去
来
、
無
始
虚
偽
習
気
所
薫
、
三
界
種

々

色
行
繋
縛
。
身
財
建
立
妄
想
随
入
現
。
是
名
菩
薩
摩
詞
薩
善
分
別
自
心
現
。

(い
ら
ρ
HO
O-一〇
一…
乞
○○ρ
①
-一bO"
↓
心
OQゆ
ρ
一-α)

「優

れ
た
菩
薩
は
、
自
心
が
対
象
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ど

の
よ
う
に
し
て
は

っ
き
り
と
確
か
め
る
の
か
と

い
え
ば
、
彼
は
次
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の
よ
う
に
観
察
す
る
。
心
に
他
な
ら
な

い
此
の
三
界
は
自
己
と
自
己
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
を
離
れ
て
お
り
、
動
き
が
な
く
、
努
力
と
努

力
を
放
棄
す
る
こ
と
と
を
絶
し
て
い
る
が
、
無
始
時
来
の
分
別
の
拡
が
り
の
粗
悪
な
習
慣
性
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
、
三
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
物
質
的
な
奉
仕
に
執
着
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続

い
て
、
身
体
と
享
受
の
対
象
と
そ
れ
ら
の
た
め
の
場
所
と

の
存
在
を
固
定
的

な
も

の
と
捉
え
る
分
別
が
生
じ
る
。
[三
界
は
こ
う
し
て
]
分
別
さ
れ
た
対
象
と
し
て
現
れ
る
、
と
。
優
れ
た
菩
薩
は
こ
の
よ
う
に
、
自

心
が
対
象
と
し
て
現
れ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」

$
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冨
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貯
甲
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霞
日
p
-冨
習
什昼

胃

口巳
9
冨
8

＼

随
入
自
心
分
斉
故
、
見
外
性
非
性
、
見
識
不
生
、
及
縁
不
積
聚
、
見
妄
想
縁
生
、
於
三
界
内
外

一
切
法
不
可
得
、
見
離
自
性
、
生
見
悉

滅
、
知
如
幻
等
諸
法
自
性
、
得
無
生
法
忍
。

(=

N
一〇
=

Ob。
旧乞
○。
ρ
一切
-
乞
○。
一℃
も。旧
弓
蔭
○。㊤
ρ
一9
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「自

心
に
外
な
ら
な
い
こ
と
に
徹
底
す
る
の
で
、
外

の
存
在
が
な

い
こ
と
を
見
て
取
り
、
し
た
が

っ
て
識
別
能
力
が
ど
れ
も
起
ら
な

い

こ
と
、
知
覚
の
対
象
が
塊
の
分
量
で
は
な

い
こ
と
、
を
見
て
、
三
界
が
分
別
の
対
象
化
か
ら
起
る
こ
と
を
観
察
す
る
。
彼
は
、
内
に
も
外

に
も
す
べ
て
何
か
で
あ
る
も
の
を
把
握
す
る
こ
と
が
な

い
の
で
、
無
自
性
を
洞
察
し
、
[も
の
が
実
体
と
し
て
因
か
ら
]
生
じ
る
と
い
う

固
定

し
た
見
解
を
離
れ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
彼
は
、
す
べ
て
の
も
の
の
自
性
が
幻
な
ど
に
似
る
こ
と
を
知
り
、
何
か
で
あ
る
も
の
が
不
生

だ
と

い
う
洞
察
を
得
て
、
生
住
滅
の
固
定
し
た
見
解
を
離
れ
る
。」
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起
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種
性
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ρ
宕
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ω
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お
ω
p
。。と

「自
心
が
対
象
と
し
て
現
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
覚
る
の
で
外
の
有
と
無
と
を
分
別
す
る
と

い
う
習
性
に
依

っ
て
分
別
が
な
さ
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れ
な
い
と
き
、
仏
陀
の
乗
り
物
と
い
う
種
性
を
も
た
ら
す
。」
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。
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心
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辰
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9

「自

己
集
中
に
お
い
て
内
的

・
外
的
な
知
覚
の
滅
尽
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
、
外
の
世
界
と
し
て
現
れ
て
い
る
も
の
は
自
心
に
外
な
ら

な
い
と

い
う
覚
り
を
超
出
す
る
こ
と
は
な
い
。
滅
尽
定
も
、
な
お
心
に
外
な
ら
な
い
か
ら
。
」
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日
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冨
団
巴
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鴇
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第
三
第
四
第
五
地
三
昧
楽
正
受
故
、
種
々
自
心
寂
静
安
住
、
心
海
起
浪
識
相
不
生
、
知
自
心
現
境
界
性
非
性
、
是
名

三
昧
楽
正
受
意
生

身
。

(ピ
。。9
一。。合
乞
一
ωρ
一=

9
日
お
刈
ρ
c。-一9

「菩
薩
修
行
の
第
三
、
第
四
、
第
五
の
段
階
に
お
い
て
意
は
、
自
心
の
現
れ
に
外
な
ら
な
い
多
様
さ
へ
の
囚
わ
れ
を
離
れ
て
落
ち
着
き
、

心
と
い
う
海
に
起
き
る
波
に
等
し
い
識
別
の
働
き
の
相
が
自
己
集
中

の
喜
び
の
成
就
し
た
意
に
は
起
ら
な
い
。
こ
れ
は
意

が
自
心

の
現
れ

で
あ
る
対
象
が
有
を
離
れ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
知
る
か
ら
で
、
こ
れ
が
、
自
己
集
中
の
喜
び
の
成
就
と
い
う
意
か
ら
成

る
身
体
、
と
い
わ

れ
る
。
」

Q。
N

艶
§

ミ
亀
量

早
ミ
ミ
ミ

ぐ
&

o
§

ミ

の
巴

p。
の
讐
o

ぴ
昌

鴇
甲
ぴ
富

く
鋤
ぴ
訂

く
a

旨

習

鋤
日

慧

矯

母
昏

鋤
暮

昌
9

巴
暮

ぽ
簿
Φ

什巴

き

口
b
9
一鋤
目
ぴ
冨

U

旨
習

鉱

ぽ

巻

巻

同
9

轟

く
噌け昏

三
ヨ
o
寄

o
み
同
昌

ぎ

g
oΩ
p
B
思

言
倒
轟

塁

9

矯
き

自
b
巴
9

侮
げ
昼

＼

覚

自

心

現

量

、

有

無

有

外

性

非

性

、

智

而

事

不

得

。

不

得

故

、

智

於

爾

炎

不

生

、

順

三

解

脱

、

智

亦

不

得

。

(口

0
9

b。
Q。
メ

宕
ミ
ρ

一〇
-一
9。
"
↓
α
O
b。
ρ

b。
甲
b。
」

「
自

心

が

対

象

と

し

て
見

ら

れ

て

い
る

の
に

外

な

ら

な

い
こ

と

を

覚

る

の

で
、

有

で
あ

れ

無

で
あ

れ

外

の
存

在

が

な

い

の

で
、

知

は
対
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象

を
見

出

さ

な

い
。

対

象

を

見

出

さ
な

い

の

で
、
知

る

こ
と

が

知

ら

れ

る

こ

と

と

一
緒

に

起

き

る

こ

と

が

な

い
。

三
解

脱

に
達

す

る

の

で
、

知

る

こ
と

そ

の

こ
と

さ
え

も

得

ら

れ

な

い
。
」

⑩
H
ω
茜

ω置
爵

9

準

コ
麸

魯

…
評
四
母
B
・
審

爵

巻

管
口
昌

向
蓉
q
§
§

裳
N之
ぎ
嘗

L黛

思

愚

貯
ミ
§

篭
巻

含

β

Φ
冨

2
9
巻

2
0
σ
冨

巻

2
曾

ロ
喜

薯

鋤
身
甲

》
鋤
訂

9

讐
き

9
日

9
什鐙

-巳
9。
昌
9
日
き

o
<
こ
鼠

口
働
陣

①
日

ω
<
9
b
轟

蔓

響
ヨ
ゆ
蔓

9・
ぬ
讐
や
ゆq
o
o
9
轟

僅

げ
Φ
ε

之
¢
ぼ

学
α
窃
阜
一⇔
訂

琶

?
≦
巳
く
旨
富
日

磐

巴
↓倉

餌
日

の
。・
署

p
-巨

萄
目
評
貯
巴
ω
費

什9

ζ

轟
み
鼠

く
簿
冨

も
茜

身
①
冨

σ
自
&

冨

-旨

コ
貯
巴
肘
轟

ω
身
p
ω
葺

く
ぎ

鼠

匹
く
亀

p
も
巴

邑

ω
鼠
田

餌
冨

日

ω
<
霧
置
α
げ
助
コ
富
ーコ
鋤
嘱
甲
匹
げ
"
『
日
蝉
三

く
四
鼠

ヨ
一
＼

自

宗

通

者

、

謂

修

行

者

離

自

心

現
種

々
妄

想

、

謂

不

堕

一
異

倶

不

倶

品

、

超

度

一
切

心

意

意

識

、

自

覚

聖
境

、

離

因

成

見

相

、

一
切

外

道

声

聞

縁
覚

堕

二

辺
者

所

不
能

知

、

我

説

是

名

自

宗

通

法

。

(い
一
〇
ピ
bO
幽
ρ

Z
一
謁

b

-=
"
日
㎝
O
もQ
P

b⊃
ゲ
bO
㎝
)

「
自

分

自

身

の
宗

致

と

し

て
確

立

さ

れ

た

原

理

と

は
、

そ

れ

に

よ

っ
て
修

行

者

が
自

心

の
現

れ

で
あ

る

対

象

を

虚

妄

に
分

別

す

る

こ
と

か

ら

離

れ

る

も

の
、

す

な

わ

ち

、

一
、

異

、

一
と

異

と

、

一
で
も

異

で
も

な

い
、

と

い
う

四
句

の
辺

に
陥

ら
ず

、
心

と
意

ど

意

識

と

を

超

え

、

聖

者

の
自

覚

の
境

界

で
、

論

理

的

な

理

由

、

推

理

、

固

定

し

た

見

解

、

を

離

れ

て

お
り

、

有

と
無

と

の

二
辺

に

陥

っ
て

い

る
非

仏

教

者

、
声

聞

、

独
覚

の
乗

り

物

で
行

く

誤

っ
た

推

理

論

者

た

ち

に
味

わ

わ

れ

る

こ
と

の

な

い
も

の
、

そ

れ

を

私

は
自

分
自

身

の
宗

致

と

い
う

原

理

の
示

す
真

理

だ

と

い
う

。
」

㊤
ρ

O
命

O
㎝
・
び
轡

団
甲
ぴ
訂

く
助
⇒
P
び
三
巳
く
Φ
盆
叶
鶏
§

ミ
亀
婁

亀
§

ミ
蕊

く
蕩

ミ
§

91翫

◎
≦
自

甲
く
嘗
江
口
O

づ
轟

く
噌#
Φ
同
く
涛
巴
冨

ω
く
P

巳
巨

洋
9
-

oq
O
8

轟
σ
富

く
弩

宅
ミ

ミ
織
魯
骨
早
ミ
ミ
ミ

蓉

ぎ

寒

§

ミ

鶏
ミ

ミ
職
魯
骨
亀
-嵩
ぎ

嘗
o
ミ

ミ

ミ

ミ
、、ミ
恥
＼

巷

『
碧

州9

-<
貯
巴
据

紹

鋤

p
巳
B
§

Q
-

協
O
昌
賓
讐
ゆ
b
同
9。
且
ぼ
富
-≦
ヨ
o
寄

鋤
み
轟
《
91〈
鉾
91鼠
昌
日
信
評
什鋤
詳
団
ロ
o
く
鉾
Φ
＼
＼

不
計

著

外

性

非

性

、
自

心

現

処

二

辺
妄

想

所

不
能

転

、

相

境

非

性

、
覚

自

心

現

、
則

自

心

現

妄

想

不

生

。

妄

想

不

生

者

、

空

無

相

無

作

、

入

三

脱

門

、
名

為
解

脱

。

(口

O
N

N
置

-逡

9

乞
ミ
ρ

卜。
-メ

日
α
8

P

①
-O
)
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「外

の
有
に
も
無
に
も
執
着
せ
ず
、
外

の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
が
自
心
の
現
れ
に
外
な
ら
な

い
と
こ
ろ
に
お
り
、
二
と
し
て
動
く
分
別

が
起
ら
ず
、
何
ら
外
的
な
姿
に
依
る
こ
と
が
な
く
、
外
の
対
象
は
自
心
の
現
れ
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
覚

っ
て
お
れ
ば
、
自
心
の
現
れ
で

あ
る
対
象
に
対
し
て
分
別
が
起
ら
な

い
。
分
別
的
な
思
考
の
起
ら
な
い
人
は
、
解
脱
し
て
い
る
と
云
わ
れ
る
。
無
相
、
空
、
無
願

の
三
解

脱
に
入

っ
て
い
る
か
ら
。
」

Φ
◎

雪

B
鋤
什-嘆

9
轟

8

器

巳
同
く
倒葛

日

芽

自

冨

汁Φ

冨

富
旨
9
α
巻

含

$

勉蓉

ミ

ミ
毬

や
尋

㌣
昏
蓉

い
。
§

ミ

9

ξ

9
-び
冨

く
鋤
山
昌
ぎ

匡
巳
く
Φ
盆
。

畠
ε

玲

9

冨

-轟

げ
冨

之
P
什
冨

σ
9

郎
く
器

什冨

8

ム
霞

砂
き

倒
寓

く
ミ

ミ

ミ

、骨

早
ぐ
ミ
無
甘
瓢
超
昏
ミ
無
斗

ミ

早
§

ミ
§

ミ
ミ

鋤

ひq
鼠

ξ

⇔
-ひq
鼠
げ
爵

甲

き

唇

器

σ
自

9

ω
霞
く
甲
只

四
日
倒岳

買

⑳
<
葺

乙

錠
鐙

畠

叶
富
暮
く
9
-<
旨

日
o
富

B

p
。q
同
普

9
鴬
巻

什く
理

富
阜
く
旨

留

ω
響

ω
<
p
胃

讐
旨

§

曾

巻

,

魯

輿

日
毬

ぼ
oq
9
目
習

8

薮

什日
巻

自
く
⇔
為

く
9

0
◎
冨

け
匹
Φ
ひ
①
ム
く
翅

甲
≦
巳
く
葺

興

倒
く
p
同
選

甲
α
<
昌

甲
く
誌
&

き

鉾
く
倒
。
。
旨

什
乙

く
昌

甲

く
お

p
日
巴

げ
巨

日
率

暮

β
δ

洋
p
轟

み
鉾
冨

oq
讐

甲
び
冨

巨

白

倒
為

賠

く
詠
く
器

鋤
ヨ
巴

享

。
一洋
p
白

き

o
ぎ

き

o
<
二
尉

8

-<
鴇

く
葺

Φ
二

畠

日

巳
暑

91爲

目

置

ヨ
昌

O
昌

鉾
Φ
＼

如

我

所

説

浬
葉

者

、

謂

善

覚

知

自

心

現
量

、

不
著

外

性

、

離

於

四
句

、

見

如

実

処

、

不

堕

自

心

現

妄

想

二

辺

、
摂

所

摂

不

可

得

、

一
切

度

量

不

見

所

成

、

愚

於

眞

実

不

応

摂

受

、

棄

捨

彼

已

、

得

自

覚

聖

法

、

知

二

無

我

、

離

二
煩

悩

、

浄

除

二
障

、

永

離

二

死

、

上

々
地

如

来

地

、

如

影

幻

等

諸

深

三
昧

、

離

心

意

意

識

、

説

名

浬

葉

。

(口

8

b

㎝
○。
-謡

Φ
旧
乞
一
〇〇
轟
℃
一〇
-
乞
一
〇。
9

9

日
α
8

p
噛
○。
μ
窃
)

「
私

の
教

え

で

浬
葉

と

云

わ

れ

る

も

の
と

は

、

次

の
通

り

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

外

の
対

象

と

し

て

現

れ

て

い

る
も

の
は
自

心

に
外

な

ら

な

い
こ

と

を

よ

く

理

解

し

て
お

り

、

外

の
存

在

へ
の
執

着

が

な

く

、

絶

対

二
律

背

反
を

表

す

四
句

の
立

場

を

離

れ

て
お

り

、

も

の

の
本

来

の
在

り
方

へ
の
洞

察

が

あ

り

、

自

心

の
現

れ

を

外

の
も

の
と

分

別

す

る

二

辺

に
陥

る

こ

と

が

な

く

、

把

握

さ

れ

る
も

の
と

把

握

す

る
も

の
と

を

認

め

る

こ

と

が

な

く

、

知

識

を

得

る

た

め

の
手

段

の
効

用

性

を

見

る

こ
と

が

な
く

、
眞

実

へ
の
無

知

は

受

け

入

れ

ら

れ

な

い
も

の

で
斥

け

る

べ

き

も

の

で
あ

り

、

自

ら

聖

な

る
覚

の
真

理

を

証

し

て

お
り

、

二
種

の
無

我

を

証

し

、

二
種

の
煩

悩

を

断

じ

、

二
種

の
障

碍

を
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除

き

、

二
種

の
死

を

離

れ

、

修

行

の
段

階

を

登

っ
て
如

来

の
段

階

に

お

い
て
幻

な

ど

、

す

べ

て

の
自

己

集

中

を

も

っ
て
心

と

意

と

意

識

と

が

働

き

を

止

め

る

。

こ

れ

こ

そ
浬

葉

だ
と

私

は
宣

言

す

る
。
」

一
〇
ρ

温

凱

魯

巨

爵

鼻

倒
温

日

ω
葺

く
碧

書

自

霞
日
甲
9

鐙

昌
倒
屏
身

鉾
Φ

。
葺

簿
白

き

。
白

p
8

<
言

碧

甲
く
鴇

く
葺

団
-9
同
9

巷

ヨ
昌

倒
ゴ
巻

拡

8

富
些

農

讐
巴
居

9
}

巴

喜

昼

ω
鋤
日
冨

房

鋤
日
9

ま

9

貯

8

ω
<
曽
胃

簿
愚

什目
曾

憲

-旨

倒
鼠

爵

一〇q
9
ヨ
甲
胃

鉾
冨

く
器
昌

倒
畠

叶
ら
ミ
ミ

巳§

ミ
ミ
早

ミ
、
き

§

鶏

由
轟

鳥
§

量

や

ミ
勘
、、
ミ

9

0
§

昏
気

似
く
鉱
げ
91之

貯

巴
b
9
ω
望
P
<
<
91
<
嘗
葺

菩

＼

我

及

諸

仏

、

為

彼

種

々
異

解

衆

生

而

説

諸

法

、

令

離

心

意

意

識

故

、

不

為

得

自

覚

聖
智

処
。

…
於

一
切

法

無

所

有

、

覚

自

心

現

量

、

離

二
妄

想

。

(口

O
N

N
刈
8
。。
"
乞
一
〇
合

一
孚
N
ρ

日
α
O
①
o
」

一
-一
恥
)

「
様

々

の
気

質

を

も

つ
人

々

の

た

め

に

私

も

、

そ

し

て
他

の
覚

者

た

ち

も

、

真

理

を

説

い

て
彼

ら

が

心

と

意

と

意

識

と

か

ら

離

れ

る

よ

う

に
仕

向

け

る
。

自

覚

聖

智

の
証

得

の
段

取

り

を

我

々
が

つ
け

る

の

で
は

な

い
。

そ

れ

は
、

彼

ら

が
す

べ

て
何

か

で

あ

る
も

の
が

そ

の
虚

妄

な
外

観

を

離

れ

て

お

り

対
象

と

し

て
現

れ

て

い
る

自

心

に
外

な

ら

な

い

こ
と

を

覚

る

こ
と

を

通

し

て

二

の
分

別
を

離

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て
、

自

ら

証

す

る
も

の

で
あ

る

。
」

δ

H

日
9
8
勲
恕

畠

ω
9
け-9

訂

p
占

oq
鋤
$

暮
冨

9

き
冨

鼠

9
-<
貯
9
巨
8

舞

び
冨

く
o
鼠

び
冨

く
。

日
倒
旨

-ω
<
巷

轟

肖
8

p。
之
p
一。
貯

巻

:&

詠
き

碧

き

轟

び
冨

く
9

＼

冨

9

p
日

冨

げ
審

く
o

巻

自

富

N
⇔
冨

あ
く
9

冨

く
巴

p
寄
巷

甲
oq
建

冨

畠

げ
鼠

く
践

舟
珍

節
忌
珍

鋤
8

⑰◎
N
9

習

摺

同
魯

9。
葛

け
9

＼

鉾
p
Φ
$
ω
日
倒
什
惹

蚕
愚

什
ω
霞
く
甲
ぴ
冨

く
倒
8

び
冨

く
倒

轟

び
冨

く
倒
す

＼
評
喜

ε

鶏

ミ
ミ
亀
塗

早
ミ
ミ
・昏
蓉

ぽ

§

ミ

く
涛
巴
冨

ω
毒

b
蚕

く
葺

魯

ω
<
①
ω
夢

o
δ
脚
o
巳
徐

同
貯
9

＼

我

者

離

有

無

品

、

離

生

滅

、
非

性

非

無

性

、

如

種

々
幻

夢

現

故

非

無

性

。

云

何

無

性

。

謂
色

無

自

性

相

摂

受

、
現

不

現

故

、

摂

不

摂

故

。

以

是

故

、

一
切

性

無

性

非

無

性

。

但
覚

自

心

現

量

、
妄

想

不
生

、

安

穏

快

楽

、

世

事

永

息

。

(い
一
〇
co
』

○。
命

乞
H
㊤
○。
」

①
μ
O
㊤
噂
9

↓
8

刈
び
噌
①
ーコ
)

「
私

は
有

と

無

、

生

と

滅

の

辺

を

離

れ

て
お

り

、

私

に

は

有

も

無

も

な

い
。

無

が

な

い
と

は
、

幻

と

夢

と

に

は

様

々

の
姿

形

が
見

ら

れ
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る
こ
と
、
有
が
な
い
と
は
、
姿
形
の
自
性
の
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
把
握

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
見
ら
れ
て
い
る
も

の
は
見
ら
れ
て
い

な

い
の
で
あ
り
。
知
覚
さ
れ
て
い
る
も
の
は
知
覚
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
の
存
在
も
存
在

で
な
く
、
ま
た
非
存
在
で
も
な

い
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
知
覚
の
対
象
は
自
心

の
現
れ
に
外
な
ら
な
い
と
覚
る
こ
と
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
分
別
意
識
も
起
ら
ず
、
世
間
は

落
ち
着

い
て
無
事
で
あ
る
。」

δ

P

劉

けロ

…
霊

葵

巴
題

器

巳
蔓

凶
く
眺

昌
芽

倒
謡

副

＼
け
讐

冨

亀

9。
げ
Φ
§

遷

象

富

び
倒
ξ

p
き
冨

く
曾

p
び
ξ

唇

謎

鋤
B
倒
什
巳

σ
匿

爵

,

。
葺

①
日
倒
實
9

巴

①
蜜

山

≦
。
一爲
巴

9
訂

p
起

-胃

p
<
噌
慈

-巳
く
嶋
薮

白

p
冨

げ
巨

寧

ω
p
日
巳
く
雰

p
-≦
ひ
8

㌣
び
冨

叶
甲
ぴ
冨

鼠

冨

凶
昌
ξ

巴

Φ
盆

住

く
涛
巴
冨

ω
旨

曾

己
冨

o
蚕

く
p
『
什
簿
Φ
。q
鐵
ξ

甲
。q
鼠
匿

ざ

占
。
厨

p
葛

鼠

く
涛
巴
B

ω
巻

o
建
く
葺

乙

く
昌

p
も
9
且

留

鼠

自

び
轡

巻

,σ
冨

く
ぎ

訂

く
p
,

脅
魯

之
碍
9
日
91
甘
亀
8

計
ミ
§

ミ
ミ
ぐ
さ

o
§

91織

我

法

非

起

常

無

常

・
・

所

以
者

何

。

謂

外

性

不
決

定

故

、

惟

説

三

有

微

心

、

不

説

種

々
相

有

生

有

滅

、

四
大

合

会

差

別

、

四

大

及

造

色

故

、

妄

想

二

種
事

摂

所

摂

、

知

二
種

妄

想

、

離
外

性

無

性

二
種

見

、

覚

自

心

現

量

。

(口

O
P

ω
O
P
Q。
O
一
旧
乞
N
O
O。
レ

N
μ
メ

↓
α
O
Q。
P

ミ

ー
切
8

P
ω
)

「
私

は

し

か

し

、

常

住

と

も

無

常

と

も

分

別

し

な

い
。

そ

の
理

由

を

挙

げ

る

。

外

の
存

在

と

い
う

も

の
を

認

め

な

い
私

は

、

三
有

は

心

に
外

な

ら

な

い
と

指

摘

す

る
。

私

は
様

々

な
特

徴

が
生

じ
滅

す

る

と

か

、

物

質

構

成

要

素

の
合

成

の
区

別

と

か
、

物

質

構

成

要
素

と

そ

れ

ら

か

ら

成

る

物

質

と

か

と

い
う

こ

と

を
主

張

し

な

い
。
分

別

の
二
種

の
特

徴

と

し

て

把
握

す

る
も

の
と
把

握

さ

れ

る
対

象

と

が
生

じ

る

が

、

分

別

の

こ

の

二
様

の
起

り

方

を

徹

底

的

に
知

る

こ

と

を

通

し

て
、

外

の
存

在

と

非

存

在

と

い
う

二
様

の
見

解

を

離

れ

て
、

外

の
対

象

と

し

て
見

ら

れ

て

い

る
も

の
が

自

心

に
外

な

ら

な

い
こ

と

を
覚

っ
て

い
る

か

ら
。
」

*

「
我

法

起

非

常

非

無

常

」

を

訂

正

。

「
起

」

は

コ

切

外

道

皆

起

無

常

妄

想

」

(日
α
O
。。
℃
一
ρ

.ぐ
貯
巴
O
冨

什
①
.
い
一
〇
ρ

b。
O
企

ω
"
乞
N
O
《

一
ω
)
「
我

法

」

は

「
一
切

外

道

有

七

種

無

常

、

非

我

法

」

(日
㎝
O
。。
げ
」

N
山
ω
"
一.富

ε

日
昌

倒
.
口

O
P

N
O
9

9

乞
N
O
命

一
刈
)
に

よ

る
。

一
8

も

同
讐

冨

B
甲
ω
9
9

β

目
く
倒
日

喜

⇔
ヨ

窪

σ
o
α
匡
ω
p
ヰ
<
o

ヨ
Q
冨

ω
①
暮
く
魯

o
葺

曽
白

き

♀
B
き

o
<
二
富

葛

白

響
雷

日

時
p
一侮
鼠

ε

冨

桓
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ω
鋤
]日
鋤
昌
二
〇
諺

団
P
江

＼

弩
ヨ

91
什]日
貯

甲
く
お
讐

⇔
日

亀

無
o
計
、早

ミ
ぎ

骨
q
§

隷
匙
ぐ
織
ミ

昌
P

O
鋤

び
倒
け
《
甲
び
び
倒
く
鋤
占
鋤
厨

9
0
甲
く
鉱
O
一嘗
く
P
も

P
岳
鐙
B

鋤
昌
団
讐

鑓

ω奉

舞

竃

①
<
四
こ

く
諄

ぎ

倒喜

習

。・
酵

声

。・
尋

艮

p-σ
冨
く
8
ε

毘

愚
量

き

§

昌
琶

舞

。助
く
ぎ
巳

ξ

p
暴

き
毘

蓬

p
`

侮
鋤
自
盟
げ
ロ
一嘱
甲
く
一
屏
巴
O
甲

b
『
P
b
O
ロ
O
甲

く
91
ω
鋤
昌
91
-<
91
ω
詳
P
『

＼
＼

初

地

乃

至

七

地

菩

薩
摩

詞

薩

、

観

三

界

心

意

意

識

量

、

離

我

我

所

、

自

妄

想

修

堕

外

性

種

々
相

。

愚

夫

二
種

自

心

摂

所

摂

、

向

無

知

不

覚

無

始

過

悪

虚

偽

習

気

所

薫

。

(い
一
一
ρ

。。
0
9

乞
b。
一
N
為

μ
b。
"
↓
㎝
O
O
す

ら
-」

「
菩

薩

は

、

第

一
地

か
ら

第

七

地

ま

で

に
次

の
こ

と

を

観

察

す

る
。

す

な

わ

ち

、

三

界

は
心

・
意

・
意

識

に
外

な

ら

ず

、

自

己

と

自

己

の
所

有

と

を

離

れ

て
お

り

、

自

心

か

ら

起

る
も

の

で
あ

り

、

外

の
も

の

の
特

徴

の
多

様

性

に
陥

っ
て

い
て

も
自

心

以

外

の
何

も

の

で
も

な

く

、

し

か

も

そ

れ

を

無

智

者

が

歪

め

て
、

把

握

さ

れ

る
も

の
と

把

握

す

る
も

の
と

に
変

え

、

そ

の

こ

と
を

彼

ら

は

愚

か

に

も

無

始

時

来

の

粗

悪

な
分

別

の
拡

が
り

の
習

慣

性

の
な

か

に
あ

っ
て
、

覚

ら

な

い

で

い
る

の
だ

、

と

。
」

一
〇
①
・
白

91
び
O
◎
亘

の
P
ヰ
く
倒

B
P
け
91
ω
鋤
陣
く
91
昼

ω
<
P
ω
倒
日
91
昌
矯
甲
訂
屏
紹
O
ゆ
昌
①
<
P
ぴ
O
◎
げ
91
け
ω
①
b
け
甲
ぴ
げ
⇔
8
二

犀
N
四
日
鋤
印
信
ω
餌
日
自
げ
率
冨
貯
口
砂
巴
9-
ω

鶴
同
昌
9
評
胃
p
,屏
信
身
頓阜
日
91
同
oq
Φ

b
同
①
0
9
け①
嘱
信
同
詳
矯

①
8

び
げ
⇔
日
や
評
村
9
B

甲
く
矯
餌
く
9
ω
9
似
評
『
蔓
簿
Φ
＼
口
鋤
9

…
唱q
9

貯
器
o
詳

b
同
9
<
鴛

け9。
け
Φ

<
倒

　

　

　

曰
く
母

富

什Φ

〈
9
昌
団
P
自
鋤
鶏

亀
o
ミ
匙
鳶

早

ミ
鋤
、ミ

ミ

N§

ミ

嘱
鋤
自
ロ
富

ぴ
げ
O
日

㍗
評
同
P
]B
節
昌
¢
ω
O
日

α
ぼ

ω
q

蝕
α
げ
91
け信
屏
甲
≦

ユ
自

鋤
と

O
鋤
O
習

9
ひ
0
9

＼

昌
鋤

8

げ
91
団

P
<
菩

口
創
げ
く
き

8

げ
①
<
菩

O
◎
げ
91
自

び
91
一91昌
91
日

び
げ
⇔
日
甲
す

蝉
ヨ
9

湧

9
日
匹
匡
-<
唄
昌

9
価
Φ
鐙

日

自
巴
自
げ
9-
ε

屏
鋤
-≦
O
詳
δ
b
①
O
習

器

O
⇔

<
<
P
<
P
ω
けげ
91
b
団
鉾
Φ
日
9
《
91
0
節
昌
団
四
貯

び
¢
創
創
げ
巴
砂
O
⑪
江
屏
P
什げ
四
賓
鋤
昌
氏

[σ
巴
91三

＼
＼

不
令

菩

薩

摩

詞

薩

不
覚

自

共

相

不

善

七

地

堕

外

道

邪

径

故

、

立

地

次

第

。
…
彼

実

無

有

若

生

若

滅

、

除

自

心

現

量

、

所

謂

地

次

第

相

続

、

及

三

界

種

々
行

、

愚

夫

所

不
覚

。

愚
夫

所

不
覚

者

、

謂
我

及
諸

仏

説

地

次

第

相

続

、

及

説

三

界

種

々
行

。

(い
一
一ρ

ω
O
o◎
旧
　Z
bO
一
ω
噛
○◎
-H
仰

↓
α
O
ゆ
す

].9
bO
O
)

「
優

れ

た

菩

薩

が

特

殊

な

特

徴

と

共

通

の
特

徴

と

を

覚

ら

ず

そ

の
た

め

に
七

地

の

一
連

の
段

階

に

通

暁

せ

ず

非

仏

教

者

の
誤

っ
た

見

解

の
道

に

陥

る

こ
と

が

あ

っ
て

は

な

ら

な

い
と

考

え

る

か

ら

こ
そ

、

私

は
修

行

の
段

階

を

区

別

す

る

の

で
あ

る
。

し

か

し

な

が

ら
、

…
実

際
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に
は
何

も
の
も
生
じ
滅
す
る
こ
と
が
な

い
、
言

い
換
え
れ
ば
、

一
連

の
修
行

の
段
階
も
、
そ
し
て
三
界
の
様
々
な
手
続
き
も
、
す
べ
て
は

自
心
が
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
の
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
無
智
者
は
覚
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
覚

ら
な
い
た
め
に
彼

ら
は
、
私
と
他

の
覚
者
た
ち
と
が

一
連

の
修
行

の
段
階

の
名
称
と
三
界
の
様
々
な
手
続
き
と
を
決
定
す
る
の
だ
と
信
じ

る
。
」

一
一
8

一
一。。
」

一
9

δ
ざ

淳
母

9。
けp
日
倒三

冨

轟

巳

鼠
圧

b
暮

母

ち
く
§

駄§

量

早
ミ
ぎ

甘
や
ミ
ミ

亀
偽
ミ
ぎ

嵐

ニ
ミ

9

雫

ミ
亀

翫
く
さ

。
§

ミ

巷

轟
く
捺

興

く
涛
巴
B

ω
巻

。Q
讐
毬

9

毘

習

鋤
-。
轟

匿

慈

び
訂

く
倒
寓

ミ

ミ

、早
、
智

匙

緊

匂
§

§

&

ミ
ミ
く
象

ミ

鼠

き

-9

轟

巨

鼠

ω
霞

く
p
あ
鉾
汁
く
甲
耳

9
-

ω
信
貯
げ
留

け冨

日

思
曙

讐
Φ
B

舜

日
ミ

£

9・
受
o
oq
ヨ
倒
ヨ

＼

出

世

間

上

々
波

羅

蜜

者

、

覚

自

心

現

妄

想

量

摂

受

、

及
自

心

二

故

、

不

生

妄

想

、

於

諸

趣

摂

受

非

分

、

自

心

色

相

不

計

著

、

為

安

楽

一

切

衆

生

故

、

起

上

方

便

、

生

檀

波

羅

蜜

。

(ロ

一
〇。
℃
ω
お

"
乞
b。
G。
メ

一
一
-一
㎝
"
日
日

N
P

G。
-9

「
優

れ

て
出

世

間

的

な

修

行

の
完

成

と

は

、

す

な

わ

ち

、

外

の
世

界

と

し

て
現

れ

て

い
る

も

の

は
自

心

の
誤

っ
た

分

別

に
外

な

ら

な

い

こ
と

を

理

解

し

て
お

り

、

ま

た
自

心

が

二
分

さ

れ

て

い
る

こ
と

を

覚

っ
て

い

る

の

で
、

ど

の
よ

う

な

分

別

も

起

き

な

い
。

そ

の

た

め

に

、

生

死

の
様

々

な
在

り
方

へ

の
執

着

に

関

わ

る

こ

と

が

な

く

、

従

っ
て
ま

た

、

自

心

に
外

な

ら

な

い
形

の
ど

の
よ
う

な

特

徴

に
も

囚

わ

れ

る

こ
と

が

な

い
。

そ

の

た

め

に

、

最

上

の
修

行

を

す

る

人

た

ち

に
、

あ

ら

ゆ

る
衆

生

に
安

楽

を

提

供

す

る

目

的

で
、

与

え

る
と

い
う

修

行

の

完

成

が
生

じ

る
。
」

一
b。
O

(再

)
.
(梵

・
漢

文

略

)

(口

一
c。
噂
ω
ら
合

乞
b。
ω
c。
誌

-G。
"
↓
α
巳

ρ
一
一
μ
ら。
)

「
そ

こ

に

お

い
て

は

自

心

を

虚

妄

に

分

別

す

る

こ
と

が

な

く

、

知

力

で
も

っ
て

い
く

ら

検

討

吟

味

し

て

い

っ
て
も

二

辺

に

陥

る

こ
と

が

な
く

、

依

り

ど

こ

ろ

の
転

換

は

そ

の
後

失

わ

れ

る

こ
と

が

な

く

、

自

内

証

の
尊

い
在

り
方

を

達

成

す

る

。

そ

れ

が

智

慧

(般

若

)

の
修

行

の
完

成

で
あ

る
。
」

59
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[三
]
『樗
伽
経
』
に
お
け
る

「自
心
現
」
と
い
う
用
語
の
占
め
る
位
置

・
役
割

巻
二
初
め
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
心
現
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
菩
薩
が
優
れ
た
修
行
者
で
あ
る
こ
と
の
四
条
件
の
第

一
に
挙
げ
ら
れ

る
こ
と
だ
が
、
第
二
、
第
三
の
条
件
、
す
な
わ
ち
外
の
存
在
は
存
在
で
は
な
い
と
観
察
す
る
こ
と
、
そ
し
て
生
住
滅
を

固
定
し
て
見
る
立

場
を
離

れ
る
こ
と
、
は
自
心
現
を
確
認
す
る
こ
と
と
別
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
条
件
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
し
て
自
覚
聖

智
の
証
得
を
喜
ぶ
と

い
う
第
四
の
条
件
が
満
た
さ
れ
、
意
生
身
を
得
る
と
し
、
そ
し
て
こ
れ
が
菩
薩
の
第
八
地
の
境
涯

だ
と

い
う

の
だ
か

ら
、
要
す
る
に
菩
薩
の
修
行
は
自
心
現
を
確
認
す
る
こ
と
に
尽
き
る
、
と
言

っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

巻
三
冒
頭
で
、
菩
薩
十
地
の
初
め
に
自
心

の
現
れ
を
確
認
し
て
三
昧
の
楽
と
い
う
意
生
身
を
得
、
第
入
地
で
法
の
自
性
を
覚

っ
て
如
幻

三
昧
を
得
、
そ
の
あ
と
如
来
と
等
し
い
無
行
作

の
意
生
身
を
得
る
と
す
る
こ
と
は
、
巻
二
で
菩
薩
の
修
行
の
四
条
件
を
成
就
す
る
と
云
わ

れ
た
こ
と
を
敷
街
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
八
地
の
如
幻
三
昧
は
、
自
心
現
の
覚
り
の
現
成
に
外
な
ら
ず
、
こ
の
覚
り
に
お
い
て
存
在
の
存
在
性
は

「不
生
」

で
あ
り
、
ま
た
形

と
し

て
は

「
無
所
有
」
す
な
わ
ち
無
相
、
と
さ
れ
る
。
こ
の

「自
心
」
は
、
何
ら
か

の
自
性
と
し
て
残
る
も

の
で
は
な

い

(乞
ρ
N
ρ

.ω<
鋤。
§
p日

Φq
鼠
げ
巻
-<
四
同旨
9
ヨ
.
「自
心
所
摂
離
」
、
自
心
は
捉
え
よ
う
が
な

い
)。
こ
れ
が
般
若
波
羅
蜜
の
成
就
だ
と
云
わ
れ
る
所
以
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の

「自
心
現
」

の
教
え
は
、
最
上
の
修
行
を
す
る
人
た
ち
が

一
切
の
衆
生
に
安
楽
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
は
布
施
波
羅
蜜

の
現
成
だ
と
云
わ
れ
る
。

上
に
引
用
し
た
用
語
例
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
次
の
箇
所
で
は
、
五
法
、
三
自
性
、
八
識
、
二
無
我
と
並
べ
て
自
心
現
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
が

『楊
伽
経
』
独
自
の
教
え
の
表
明
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

=
ω
も

践
8
爵

霞
日
曽
あ
く
昏

げ
餌く
9。鼠

」鼠
爵
-冨
ぽ

什日
く
鋤
Ω
爵
冨
-艶
ミ
～§
ミ
姶
亀
-繍
ミ
&
ミ
遷
、
亀
寒
智
&
-き
四
く
暮
○
魯

毘

く
貯
巴
冨
昼



『輝學研 究』第91號,2013年3月61

嘆
鋤
く
母
叶讐
①
σ
魁
倒
畠
ぢ

轟

叶く
習
旨
愚
日

＼＼

不
覚
彼
五
法
自
性
識
二
無
我
自
心
現
外
性
、
凡
夫
妄
想
、
非
諸
賢
聖
。

(ロ

一Q。℃
Q。
b。甲
Ω
乞
b。田
b
心
旧
↓
日
Oρ
漣

-
臼
一ρ
b。)

「現
実
の
基
本
的
な
五

つ
の
特
性
、
三
つ
の
自
性
、
八
つ
の
識
別
力
、
二
つ
の
無
我
、
そ
し
て
自
心
が
外
の
存
在
と

し
て
現
れ
る

[の

で
あ

っ
て
、
外
の
存
在
と
し
て
の
対
象
に
存
在
性
は
な
い
]
こ
と
を
覚
ら
な

い
た
め
に
、
無
智
者
に
は
虚
妄
な
分
別
が
起
き
る
。
し
か
し

聖
者

に
は
、
そ
れ
は
な
い
。」

こ
の
よ
う
に
し
て
我
々
は
、
「自
心
現
」
の
語
が

『樗
伽
経
』
独
自

の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
こ
で
の
中
心
的
な
位
置
を

占
め
る
教
え
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

[結
び
]

『樗
伽
経
』
が
ア
ー
ラ
ヤ
識
を

「自
心
」
と
し
、
こ
れ
が
対
象
と
し
て

「現
」
わ
れ
、
そ
れ
を
他
と
し
て
捉
え

る
七
識
の
傾
向
性

に
無
始
時
来
の
無
知

の
源
を
見
、
七
識
を
絶
対
視
す
る
現
実

の
人
間
の
在
り
方

の
究
極
的
な
批
判
を
示
す
。
そ
れ
と
同
時

に
そ
の
批
判
は
、

批
判

の
主
体
で
あ
る

「自
覚
」
聖
智

の
自
他
を
絶
す
る
働
き

の
絶
対
現
在
性
を
示
す
。
八
識
の
第
八
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
、
箇
別
化
以
前

の
、

い
わ
ば
時
間

・空
間
の
原
点
と

い
う
意
味
で
人
間

の
原
初
形
態
と
で
も

い
う
べ
き
在
り
方
を
表
す
用
語
で
あ
る
の
で
、

『携
伽
経
』

の

「自

心
現
」

の
思
想
は
、
人
間
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
、
不
覚
か
ら
覚

へ
の
転
換
と
、
覚

の
絶
対
現
在
性
と
を
指
示
す
る
と

い
う
意
味
で
の
、

根
源
的

な
意
義
を
も

つ
教
え
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

二

『慧
可
語
録
』
と

「自
心
現
」

私
が

『慧
可
語
録
』
と
呼
ぶ
も
の
は
、
柳
田
聖
山
氏

『達
摩
の
語
録
』
所
収
の
い
わ
ゆ
る

『二
入
四
行
論
』

テ
キ
ス
ト
の
七
十
四

(
の

ち
に
改

め
て
七
十
五
)
則
、
椎
名
宏
雄
氏
ご
紹
介

の
、
朝
鮮
国
李
朝
天
順
八
年
1
4
6
4
年
刊
行
の
天
順
本

『菩
提
達
摩
四
行
論
』

(駒
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澤
大

学
佛
教
學
部
研
究
紀
要
第
5
4
号
、
平
成
8
年
3
月
、
一零

～

卜。
竃

ペ
ー
ジ
)
で
そ
の
七
十
五
則
の
後
に
来
る
こ
と
が
知
ら
れ
た

十
八
則

(田
中
良
昭
氏

『敦
煙
禅
宗
文
献

の
研
究
第
二
』
大
東
出
版
社
、
平
成
2
1
年
、
所
収
の
、
天
順
本
末
尾
六
則

の
訓
読
参
照
)
を

合
せ
て
作
成
し
た
全
九
十
三
則
の
テ
キ
ス
ト
、
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
慧
可
と
道
育
と
が
西
来
の
法
師
か
ら
大
乗
安
心
の
道
、
理
入

・
行
入
の
教
え
を
う
け
た
こ
と
の
曇
林
に
よ
る
記
録

で
始
ま

る
が
、
そ
の
後
、
第
五
十
則
ま
で
の
大
部
分
は
、
問
に
答
え
る
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
こ
の
答
者
を
慧
可
と
見
る
。

こ
の
後

、
終
わ
り
ま
で
に
慧
可
の
則
と
見
ら
れ
る
八
則
以
外
は

「三
蔵
法
師
」
の
名
が
数
回
挙
げ
ら
れ
る
他
は
、
別
の
禅
師
、
法
師
た
ち

の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
経
典
研
究
者
、
訳
経
筆
受
者
で
あ

っ
た
曇
林
は
、
北
周
武
帝

の
建
徳
年
間
の
廃
仏
の
期
間

(5
7
4
～
7
)
に

慧
可
と
出
会
い
、
そ
の
と
き
初
め
て
慧
可
の
師
の
こ
と
や
同
学
の
こ
と
を
知

っ
た
わ
け
で
、
北
周
の
廃
仏
と
い
う
国
家
的
な
態
勢
は
、
在

野
の
二
人
の
出
家
者
、
曇
林
と
慧
可
、
そ
し
て
慧
可
の
同
学
た
ち
を
含
む
人

々
に
、
護
法

の
た
め
の
必
死
の
結
束
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の

テ
キ

ス
ト
は
そ
の
結
束
の
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
束
の
中
心
に
慧
可
が
い
た
こ
と
を
考
え
て
、
私
は
こ
の
テ
キ

ス
ト
を
基
本
的
に

『慧
可
語
録
』
と
呼
ん
で
よ
い
と
思
う
。
『続
高
僧
伝
』
巻
十
六

「僧
可
伝
」
に
慧
可
は
、
当
時
鄭
に
あ

っ
て

『勝
髪
経
』
を
講
じ
そ
の
文

義
を
制
作
し
て
い
た
曇
林
と
合
流
し
た
が
、
そ
の
あ
と
慧
可
と
曇
林
と
は
、
相
次

い
で
賊
に
片
腎
を
斬
り
と
ら
れ
な
が
ら
お
互

い
を
支
え

合

っ
た
、
と
さ
れ
る
。

『慧

可
語
録
』
に
は
、
「自
心
現
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
表
現
が
約
1
4
回
見
ら
れ
る
。
柳
田
氏
の
丹
念
な
注
記
に
よ

っ
て

『維
摩
経
』

『中
論
』
『肇
論
』
な
ど
様
々
な
引
用
源
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
と
比
べ
て
、
『榜
伽
経
』
か
ら
引
用
す
る

「自
心
現
」

の
語
が
占
め
る
比
率

は
必
ず
し
も
高
く
な

い
。
し
か
し
、
『榜
伽
経
』

の

「
自
心
現
」
の
語

の
用
例
と
対
比
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら

の
引
用
は
、
慧
可
を
中
心

と
す

る
禅
者
た
ち
の

『梶
伽
経
』

へ
の
実
践
的
な
関
心
と
志
向
と
を
表
明
す
る
こ
と
の
、
他
に
類
例
を
見
な

い
有
力
な
証
拠
と
な

っ
て
い

る
。
そ
の

『慧
可
語
録
』
に
見
ら
れ
る

「自
心
現
」
の
用
例
を
拾

っ
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。

「但
有
心
分
別
計
校
、
自
心
現
量
者
、
皆
悉
是
夢
。
」
(椎
名
氏

b。
O
一
ペ
ー
ジ
)
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「自
心
現
量
、
不
知
境
界
従
自
心
起
。
」
「自
心
現
量
者
、
身
何
故
惑
心
。
」
「自
心
現
量
、
自
心
化
作
有
、
自
心
化
作
元
、
還
被
惑
。
」

(bO
Oω
ペ
ー
ジ
)

「
不
了
自
心
現
境
界
、
名
為
波
浪
心
。
」
(N
O⑩
ペ
ー
ジ
)

「所
有
見
処
、
皆
是
自
心
現
妄
想
。
」
(旨
ω
ペ
ー
ジ
)

こ
の
う
ち

「自
心
現
量
」
は
明
ら
か
に
四
巻
本
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
他
に
、
「
四
種
仏
説
法
」
に
挙
げ
る

「報
仏
」
は
菩
提
流
支
訳

の
十
巻
本
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
「真
如
」
も

『十
地
経
論
』
と

『入
榜
伽
経
』
と
に
見
ら
れ
る
菩
提
流
支
の
訳
語
で
あ
る
。
四
巻
本
は

「
如
如
」
と
す
る
。
こ
の
語
録
中
に

『楊
伽
経
』

へ
の
言
及
は
少
な
い
が
、
慧
可
と
そ
の
同
学
た
ち
が
こ
の
経
を
か
れ
ら
の
修
行
の
助
け

に
し

て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
菩
提
流
支
の
魏
訳
十
巻
本
は
、
そ
れ
が
依
拠
し
た
梵
本
の
テ
キ
ス
ト
が
余
り
に
も
乱
れ
て
お
り
、
そ

の
乱

れ
を
修
正
す
べ
く
解
説
め
い
た
訳
文
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
四
巻
本
を
重
視
し
た
慧
可
は
、
「名
と
相
」
と
に
囚
わ
れ
た

十
巻
本
の
テ
キ
ス
ト
が
世
に
珍
重
さ
れ
修
行
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
歎
い
た
、と
考
え
ら
れ
る
。
『続
高
僧
伝
』
慧
可
の
項
に
い
う
、

「
こ
の
経
は
四
世
の
後
、
変
じ
て
名
相
と
な
れ
り
。

一
に
何
ぞ
悲
し
か
ら
ず
や
。
」

(「
一
何
可
悲
」
の

「可
」
を

「不
」
に
訂
正
)

「
四
世
」
と
は
、
5
1
3
年
に
十
巻
本
が
訳
出
さ
れ
た
北
魏
、
宣
武
帝
の
世
か
ら
遡

っ
て
、
南
朝
の
宋
都
、
建
康
で
四
巻
本
が
訳
出
さ
れ

た
と
き
の
北
魏
の
世
祖

・
太
武
帝
、
次
の
高
宗

・
文
成
帝
、
顕
祖

・
献
文
帝
、
そ
し
て
高
祖

・
孝
文
帝
の
過
去
四
代
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

慧
可
は

『榜
伽
経
』
流
通
の
行
く
末
を
で
は
な
く
現
実
の
状
況
を
歎
い
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
曇
林
が
記
録
し
た
慧
可
と
道
育
と
の
師
の
言
葉
の

「
二
入
四
行
」
の
う
ち

「行
入
」
は
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ

ァ
の

『入
菩

提
行
論
』
しd
o
α
巨
。巽
毒
く
鋤
鼠
轟

と
い
う
題
名
を
思
わ
せ
る
語

(チ
ャ
リ
ヤ
ー

・
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
)
で
あ
る
。
『榜
伽
経
』

の
経
名
は

「
ラ

ン
カ
i
・
ア
ヴ

ァ
タ
ー
ラ
」
(
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
に
は
降
臨

の
意

の
他
に
、
悟
入
の
意
が
あ
る
)
で
あ
る
。
「理
入
」
に
相
当
す
る
語
は

「理
」

と

「
入
」
と
を
共
に
意
味
す
る

「ナ
ヤ

8
巻

↑

冨
鋤臼
口
ひ翁
も
ユ
P
9
豆
ρ
冨
簿
ω8
)」

一
語
で
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
「宗
通
」
を
意
味
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す
る

「シ
ッ
ダ
ー
ン
タ

・
ナ
ヤ

(ω一畠
住
げ
倒⇒
叶P占PP嘱
9
)
」
で
も
よ
い
。

「
二
入
四
行
」
が
、
慧
可
が
曇
林
に
伝
え
た
イ
ン
ド
人
法
師
の
教
え
で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
は
な

い
。
「壁
観
」
は
、
七
識
の
立
場
か
ら

は
壁
等
の
障
害
物
と
考
え
ら
れ
る
も

の
が
自
心
現
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
覚

っ
た
、
い
わ
ば
壁
が
自
心

の
、
「意
生
身
」
に
相
当
す
る
立

場
、

の
独
自

の
表
明
と
考
え
ら
れ
る
。

曇
林
が
法
師
の
名
を
残
さ
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。
曇
林
は
北
魏
、
東
魏
に
お
い
て
政
治
権
力
者
た
ち
が
財
を
傾
け

て
支
持
し
た
三
蔵

法
師
た
ち
の
訳
経
に
筆
受
と
し
て
参
加
し
、
イ
ン
ド
僧
た
ち
の
名
に
精
通
し
て
い
た
仏
教
学
者
で
あ
る
。
ブ

ッ
ダ
シ
ャ
ー
ン
タ
訳

『摂
大

乗
論
』

(
5
3
1
年
)、

ガ
ウ
タ

マ
・
プ

ラ
ジ

ュ
ニ
ャ
ー
ル
チ

(嬰
曇
般
若
流
支
)

訳
出

の
1
1
の
経
、
論

(
5
3
9
、
5
4
0
、

5
4
2
、
5
4
3
年
)、
そ
し
て
ヴ
ィ
モ
ー
ク
シ
ャ

・
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ル
シ

(毘
目
智
仙
)
が
ガ
ウ
タ
マ

・
プ
ラ
ジ

ュ
ニ
ャ
ー
ル
チ
に
助
け

ら
れ

て
訳
出
し
た
竜
樹
の

『廻
謹
論
』
、
世
親
の

『業
成
就
論
』
、
そ
の
他
に
筆
受
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
が
訳
経
の
直
前
ま
た
は
直
後
に

掲
げ
ら
れ
た
記
録
に
記
さ
れ
て
い
る
。
慧
可
か
ら

「
二
入
四
行
」
の
教
え
を
聞
き
出
し
た
曇
林
が
そ
の
法
師
の
名
を
聞
か
な
か

っ
た
は
ず

が
な

い
。
し
か
し
、
二
人
は
敢
て
法
師

の
名
を
伏
せ
た

の
で
は
な
い
か
。
後
に

『続
高
僧
伝
』
が

「達
摩
滅
化
洛
浜
」
と
す
る

「
達
摩
」

の
名

は
、
曇
林
と
慧
可
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
二
人
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
師
の
名
を
、
理
行
の
体
現
者

・
紹
介
者
と

い
う
意
味
で

の
、
法
師
、
あ
る
い
は
、
三
蔵
法
師
、
で
終
始
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
、
と
考
え
た

い
。
(2
0
1
2
年
8
月
1
2
日
)

[
二

『慧
可
語
録
』
と

「自
心
現
」、
補
足
2
点
]

(1
)
「自
心
現
量
」
の
語
を
柳
田
氏
が

『達
摩

の
語
録
』
で

「自
心
現
量
す
る
」
と
読
み
、
こ
れ
を

「自
己
の
心
が
外
界
を
現
出
し
、
分

別
す

る
こ
と
」
と
説
明
し
て
お
ら
れ
る
の
を
か
ね
て
か
ら
不
審
に
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
最
近
、
東
京
大
学

「イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
」

1
8
号
、
2
0
1
1
年
3
月
、
の
柳
幹
康
氏
の
論
文

「
『楊
伽
経
』
と

『二
入
四
行
論
』
1

「
梶
伽
宗
」
の
思
想
と
そ
こ
に
占
め
る

『樗

伽
経

』
の
位
置
1
」
で
、
「量
」
の
字
が

「
唯
」
で
は
な
く
計
量
の
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る

(7
7
～



7
9
ペ
ー
ジ
)
の
を
拝
見
し
、
柳
田
氏
の
読
み
が
語
録
の
主
人
公
の
理
解
に
適

っ
て
い
た
こ
と
を
知

っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
結
論
か
と
思

わ
れ
て
い
た
表
現
を

「如
是
解
者
、
亦
名
為
妄
想
」
と
し
て
否
定
し
去
る
奇
妙
な
言

い
方
が
語
録
中
に
少
な
か
ら
ず

見
ら
れ
る
理
由
も
、

よ
く

分
か

っ
た
。
「自
心
現
量
」
の

「量
」
は
、
果
て
し
な
く
計
量
し
推
量
す
る
分
析

の
過
程
が
行
き
詰
ま

っ
て
、
ト
ド
の
つ
ま
り

「
こ

れ
ば

っ
か
り
」
「
こ
れ
だ
け
」
、
と
、
計
量
が
終
止
し
、
分
別
を
離
れ
る
、
覚
り
を
意
味
す
る
原
梵
語

「
マ
ー
ト
ラ
」
の
訳
語
で
あ
る
こ
と

が
、
初
期

の
禅
者
た
ち
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
研
究
者
で
な
い
修
行
者
に
は
、
こ
れ
は
無
理
も
な

い
こ
と
で

あ
る
。
柳
田
氏
が
、
語
注
で
前
後
の
文
脈
か
ら
、
「自
心
現
量
に
す
ぎ
ぬ
の
を
知
る
」
(『達
摩
の
語
録
』
8
3
ペ
ー
ジ
)
と
、
正
確
に
近

い
理
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
が
、
同
じ
こ
と
は
初
期
の
禅
者
に
も
あ
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。

(2
)
慧
可
と
道
育
と
が
師
事
し
た
法
師
の
名
を
曇
林
が
書
き
記
さ
な
か

っ
た
理
由
を
私
は
、
研
究
発
表
の
後
日
、
法
師
が
生
前
、
弟
子

た
ち
に
、
名
や
相
に
囚
わ
れ
る
な
、
と
教
え
、
自
分
の
こ
と
も
、
わ
し
は
無
名

の
法
師
だ
、
と
云
い
続
け
て
、
死
闘
を
繰
り
返
す
政
治
権

力
者
に
近
づ
か
ず
、
最
後
ま
で
民
間
の
真
摯
な
修
行
者
に
法
師
と
し
て
接
す
る
こ
と
に
徹
し
た
か
ら
に
違

い
な

い
、
と
思

い
到

っ
た
。
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